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論文内容の要旨
図形の形を離散円で分解し，分解された離散円の、ド径と中心を用いて，図形の形をモルフォロジー演算
で記述する ζ とは形状解析やパターン認識等において電要な手段である。モルフォロジーによる図形処理
では，集合演算を民礎としいくつかの摘造要素をディレーション演算とエロージョン演算の繰り返しで凶
形を記述することが可能であることと，処理口的に合ったフィルタを意図的に構成できることが特色とな
る。しかしモルフォロジー演算のi高速化には，構造要素を3x 3画i素の基本構造要素に分解することが
求められる。本論文では，任意図形を離散円で近似記述する方法における近似誤羊ーを小さくするための高
精度な離散円の生成法について考察しその方法に基づく図形のモルフォロジー分解記述手法およびモル
フォロジー演算による線図形の分離手法を与えた。
第 1章では，モルフォロジーの研究の流れを概説し，本研究の背景と動機および、同的について述べた。
第2章では.本論文に用いたモルフォロジーによる凶形処理に必要な基本演算の定義と計算方法および
その性質について述べた。
第3章では，高精度な離散円の生成法について述べた。まず，従来の手法では，半径は偶数値しかとれ
ないことならびに大きな離散円を牛.成した場合に精度が悪くなることを問題点として指摘した。次に，半
径が10以下と12および17の離散円は3x 3幽素の基本構造要素に分解できるか.それ以外の場合は分解で
きないことを証明した。さらに， 6挿.類の:3x :3画素の基木構造要素を伺いた離散円の構成法を提案し，
真円に近い結巣が得られることを確認した。
第4章では， 2種類だけの 3x 3 i!i素の某本構造要素を用いた離散円の再帰司1)構成法を提案し，非再帰
型とli]じ精度を持つことを確認した。
第 5 章では，第 4 章で提案した離散I~の再帰ff'l構成法に基づく関形のモルフォロジ一分解と復えん・法に
ついて述べた。同じ記述データ量で図形を復元する実験において，提案手法は従来手法より誤りが少ない
ことを明らかlこした。
第6章では，握案した高精度な離散円の構成法に基づく，濃淡画像内に特定の太さと長さを持つ線凶形
を検出できるモルフォロジーフィルタを設計し，濃淡l両像から重ね合った線図形の分離手法を提案した。
霞ね合った線図形の分離実験により.提案した子法の有効性を確認した。
最後に，第7章では以上の研究結果を要約した。
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論文審査の結果の要旨
モルフォロジーによる図形処理では，図形の形を長方形，円形などの単純な構造要素を用いて，テ'ィレー
ション演算とエロージョン演算の繰り返しで記述することが求められている。また，処理の高速化には，
構造要素を3x3画素の基本構造要素に分解することが求められている。水論文では，円形を単純な構造
要素として採り，高精度な離散円の生成法について考察し任怠凶形のそ Jレフォロジ一分解記述手法およ
びそルフォロジー演算による重ね合った線開形の分離手法を検討している。
まず，任意の半径を持つ離散円の 6種類の3x 3画素の基本構造要素による分解記述の可能性について
考察している。その結果.半俸が10以下と12および17の離散円は分解できることを証明しその分解記述
式を与えている。それ以外の場合は，分解可能な離散円を用いて近似合成式を与えている。得られた離散
円は，真円に近いことを確認し有効性を確めている。次に，図形の離散円による高速分解のためI 2種類
の3x3画素の基本構造要素のみを用いた再帰型構成法を導き出している。図形をモルフォロジ一分解し
復元する実験では，従来子法ーより復冗誤りが少ないことを明らかにしている。最後に.濃淡画像内にある
特定の太さと長さを持った線凶形を抽出するモルフォロジーフィルターを設計し，濃淡削像から重ね合っ
た後数個の線図形の分離に適用している。その結果，特定の線関形を抽出する本フィルター設計手法は画
像認識の前処理として有効であることを確認している。
これらの研究成果は，集合演算を基礎とする図形処理の新たな技術を提供するものであり，図形認識を
合むi函i像工学分野の発展に寄与することが大きい。よって，本論文の著者は博ート(工学)の学仲.を授与さ
れる資格があるものと認めるo
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